


「アマゾン」配達中にけが ドライバー労災認定 全国初か  
ネット通販大手「アマゾン」の配達を行うフリーランスのドライバーが配達中にけがをしたことにつ
いて、労働基準監督署から労災として認定されたことがわかりました。支援する弁護士は、アマゾ
ンの配達員が労災認定されたのは全国で初めてではないかとしています。60代のドライバーは

神奈川県内でネット通販大手「アマゾン」から荷物の配送を委託された会社と契約を結び、フリー
ランスとして荷物の配達を行っています。去年9月、配達中に階段で足を滑らし2メートルほど下
の地面に転落して腰の骨を折るなどのけがを負い、2か月間の自宅療養を余儀なくされました。 
労災と認定 50日分の休業補償給付へ 
これについて男性は労働基準監督署に労災の申請を行っていましたが、先月26日に労災が認
定され、労災保険から50日分の休業補償が給付されることになったということです。労働基準監

督署から認定理由の説明はありませんが、弁護士は、アマゾンのアプリで配達の数やルートが
割り当てられ、事実上、業務を断ることができないことなどが指揮・監督を受けていると認められ
たとしています。弁護士などは、アマゾンの配達員が配達中の事故で労災認定されたのは全国
で初めてではないかとしています。アマゾン労働者弁護団の菅俊治弁護士は「今回の決定はア
マゾンの配達員の労働者性を肯定した画期的な労災認定だ。今後は全国の配達員が配達中の
事故による療養や休業に対して保険給付されることになると予測され、多くの配達員が救済され
ることになる」と話していました。         2023年10月4日 NHK ニュース 

フリーランスは国内で462万人いるとされていますが、企業などに雇用されている労働者ではな

いため原則として業務でけがをした時などに労災保険による補償を受けられません。ただ、フ
リーランス保護のため、自転車で料理などを届ける配達員やシステムエンジニアといった一部の
業種は、自ら保険料を支払えば補償を受けられる特別加入制度が設けられています。2021年
度末時点でこの制度に加入しているフリーランスは75万人余り、政府はこの枠を拡大するよう取
り組むとしています。 


